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1. プログラムの概要

平成２１年度・組織的な大学院教育改革推進事業において，理工学研究科の数理情報科学専攻・電気

電子工学専攻・機械工学専攻の３専攻が連携しての，「理工横断型人材育成システムの再構築」-数理科

学を基盤とした取り組み- という，教育プログラム名で採択され，平成２１年度―２３年度の３年間に

わたり文部科学省より支援を受けた. その大学院ＧＰ事業の後継事業でもある, 平成２４年度・首都大版

ＧＰ事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」として実施するものである. 
本プログラムの目的は，「理学的発想と工学的発想を併せ持つか，あるいはいずれか一方を持ち他の

一方を理解できる」人材の育成にあります．つまり，工学的な視野を持った数学者・数理科学技術者や

数理科学に強い工学者・技術者を社会に輩出することを目指すものです．いうまでもなく近年の産業・

技術の発展は目覚ましく，産業界では数学や英語などの基礎学力を確固として持っている人材がますま

す求められています．また，その

ような人は今後予想される技術の

飛躍的な発展のみならず，社会構

造や産業構造の変化にも十分に対

応できることでしょう．もし，数

理科学のみ，電気電子工学あるい

は機械工学のみの素養しか培われ

ていなかったとすると，どんなこ

とになってしまうか想像してみて

ください．発想を広く持ち，柔軟

な思考ができるのは若いうちにし

かありません． 
右の履修プロセスの概念図を見

てください．博士前期課程には「数

電機横断型人材育成基礎プログラ

ム」，後期課程には「数電機横断

型人材育成アドバンストプログラ

ム」を用意しています．「数電機

横断講義」で関連分野の基礎的素

養や知識力を，｢数電機連携セミナ

ー｣，「数電機クリニック」で専門

知識の応用力と活用力を，「数電

機連携・横断プロジェクト」，「数

電機キャリアパスセミナー」，「数

電機インターンシップ」，「国際

会議への派遣」で自立的研究遂

行・企画力，展開力および国際的

コミュニケーション力を養うこと

ができます．必ずしもすべてに参

加することは要求されませんが，

いずれも学生諸君の自主的・積極

的な参加が不可欠なものです．ぜ

ひ，積極的にプログラムに参加し，

この機会を利用して大きく飛躍し

てください． 
 

− 23 −



− 24 −



− 25 −



− 26 −



− 27 −



− 28 −



− 29 −



− 30 −



− 31 −



− 32 −



− 33 −



− 34 −



− 35 −



− 36 −



− 37 −



− 38 −



− 39 −



− 40 −



− 41 −



− 42 −



− 43 −



− 44 −



− 45 −



− 46 −



− 47 −



− 48 −



− 49 −



− 50 −



− 51 −



− 52 −



− 53 −



− 54 −



− 55 −



− 56 −



− 57 −



− 58 −



− 59 −



− 60 −



− 61 −



− 62 −



− 63 −



− 64 −



− 65 −



− 66 −



− 67 −



− 68 −



− 69 −



− 70 −



− 71 −



− 72 −



− 73 −



− 74 −



− 75 −



− 76 −



− 77 −



− 78 −



− 79 −



− 80 −



− 81 −



− 82 −





− 84 −



− 85 −



− 86 −



− 87 −



− 88 −



− 89 −



− 90 −



− 91 −



− 92 −



− 93 −



− 94 −



− 95 −



− 96 −



− 97 −



− 98 −



− 99 −



− 100 −



− 101 −



− 102 −



− 103 −



− 104 −



− 105 −



− 106 −



− 107 −



− 108 −



− 109 −



− 110 −



− 111 −



− 112 −



− 113 −



− 114 −



− 115 −



− 116 −



− 117 −



− 118 −



− 119 −



− 120 −



− 121 −



− 122 −



首都大学東京大学院  理工学研究科 
数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻

http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/

数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム
Interdisciplinary Graduate Program in Mathematical Science and Engineering

2012 年度 首都大学東京  数電機 GP シンポジウム 

平成 24 年度　首都大学東京 教育改革推進事業

日時  2012 年 12 月 22 日 ( 土 )
会場  首都大学東京　南大沢キャンパス　12 号館 101 教室
主催  数電機 GP シンポジウム実行委員会

booklet_v001.indd   1 2012/12/07   11:06:32

編集発行　首都大学東京大学院　数電機連携プログラム  広報部門 
042-677-1111 内線 3164   数電機 GP 支援事務室 mem-offi  ce@com.eei.metro-u.ac.jp

Design and content are provided by the TMU/MEM Design Studio & Y. Watanabe, T.M.U.

booklet_v001.indd   4 2012/12/07   11:06:51

− 123 −



「複雑系数理モデル学の基礎と応用」　

      　合原　一幸氏 （東京大学生産技術研究所）

　

　21 世紀科学技術の多くの重要課題は、広い意味での複雑系の問題ととらえるこ

とが出来る。本講演では、講演者らが現在研究を進めている FIRST 最先端数理

モデルプロジェクトの概要を述べるとともに、その基礎理論研究と分野横断的

応用研究の中から最新の成果をいくつか取り上げ、わかり易く説明する。
名前：合原　一幸　（あいはら　かずゆき）
所属：東京大学 生産技術研究所　教授
　　　最先端数理モデル連携研究センター　
　　　センター長

専門：生命情報システムの数理モデル , カオス工学

「極限の計測精度を求めて」　ー 周波数標準と時空計測の最近の話題から ー

  　　　　　細川　瑞彦氏 （ ( 独 ) 情報通信研究機構　経営企画部）

　

　周波数標準は全ての計測標準の中で最高の精度であり、これを用いることで時

間と空間は非常に正確に計測できる。最近、光の周波数標準の開発が進み、従来

の原子時計の精度の限界を大きく超えようとしている。

　今年のノーベル物理学賞とも関連の深いこの光周波数標準は，日本の周波数標

準と標準時を維持供給する NICT でも研究を進めている。世界的なその開発競争の

現状を、極限精度を活用する科学の最前線も交えて紹介する。

名前：細川　瑞彦　（ほそかわ　みずひこ）
所属：独立行政法人　情報通信研究機構　
　　　経営企画部長

専門：原子標準，光・時空標準　

「数電機ＧＰの各種学生活動報告」　

　　「ティーチングアシスタント活動報告」　

     梶原　尭（数理情報科学専攻）

　　「2 次元図形補間のための affi  ne 変換に関する数学的解析」

    　　　坂田　繁洋（数理情報科学専攻）

　　「数電機ＧＰ海外派遣報告」

渡辺　晶史（電気電子工学専攻）

亀谷　豪（機械工学専攻）
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　平成２４年度 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断

型人材育成システム」（数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻）主

催で，１２月２２日（土）に「2012 年度　首都大学東京　数電機 GP シンポジウ

ム - Mathematics in the Real world 4 -」と題したシンポジウムを開催致しますので，

ご案内申し上げます．

　このシンポジウムは，文部科学省・組織的な大学院教育改革推進プログラム「理

工横断型人材育成システムの再構築」（平成２１年度～２３年度）主催で過去３回

開催されたシンポジウムを引き継ぎ，数理科学と工学との連携や接点をテーマに

多くの講演者をお招きし，理学と工学の交流促進および理工横断的人材育成を目

的として開催するものです．

教授    倉田 和浩

（推進室代表者）

シンポジウムのご案内内

講演者紹介

「実学への計算数学の応用」　篠原　直行氏（ ( 独 ) 情報通信研究機構）

　

　この講演では、実学に計算数学を適用する利便性と実際に得られたその成果と、

実学から発生した問題を解く面白さについて紹介します。

　実学の分野で議論される問題は、その性質をうまく数学の問題に変換すること

で、計算数学を使って効率よく解決できることがあります。例えば計算代数学や

計算整数論を使った例として、暗号理論では安全性の評価、制御理論では最適制

御問題、量子化学では分子状態の計算への応用があげられます。

　一方で、実学からはとても興味深い問題を発見できることがあります。

　その例として、多項式 x2+5x+5 が持つ性質について紹介します。

名前：篠原　直行　（しのはら　なおゆき）
所属：独立行政法人　情報通信研究機構
　　　ネットワークセキュリティ研究所　
　　　セキュリティ基盤研究室

専門：計算機整数論、計算機代数学、暗号理論

「正三角形折りたたみ写像が持つフラクタル性と分岐」　

   早川　朋久氏（東京工業大学大学院情報理工学研究科）

　物理学や生態学などにおいて，多くのシステムがカオス的振る舞いを示すこと

が知られている．カオス的なシステムを理解するためにはカオスの発生原理を調

べることは不可欠であり，そのためにカオス的な振る舞いを示す単純なシステム

を研究することは重要である．本講演では，正三角形折り畳み写像を提案し，そ

の写像が任意周期の周期点を持つこと，および初期値鋭敏性を持つことを示す．

さらに，正三角形折り畳み写像に「拡大率」を表すパラメータを埋め込み，周期

点の発生・消滅に関する解析を行っていく．

名前：早川　朋久　（はやかわ　ともひさ）
所属：東京工業大学 情報理工学研究科 准教授

専門：適応制御・ネットワーク制御を中心とする
　　　ダイナミカルシステム・制御理論の研究
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　　　　　　　　　　　　　講演者の皆様に御礼申し上げるとともに、このシン

ポジウムが参加者の今後の教育・研究のご参考となれば幸いです。
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で、計算数学を使って効率よく解決できることがあります。例えば計算代数学や

計算整数論を使った例として、暗号理論では安全性の評価、制御理論では最適制

御問題、量子化学では分子状態の計算への応用があげられます。

　一方で、実学からはとても興味深い問題を発見できることがあります。

　その例として、多項式 x2+5x+5 が持つ性質について紹介します。

名前：篠原　直行　（しのはら　なおゆき）
所属：独立行政法人　情報通信研究機構
　　　ネットワークセキュリティ研究所　
　　　セキュリティ基盤研究室

専門：計算機整数論、計算機代数学、暗号理論

「正三角形折りたたみ写像が持つフラクタル性と分岐」　

   早川　朋久氏（東京工業大学大学院情報理工学研究科）

　物理学や生態学などにおいて，多くのシステムがカオス的振る舞いを示すこと

が知られている．カオス的なシステムを理解するためにはカオスの発生原理を調

べることは不可欠であり，そのためにカオス的な振る舞いを示す単純なシステム

を研究することは重要である．本講演では，正三角形折り畳み写像を提案し，そ

の写像が任意周期の周期点を持つこと，および初期値鋭敏性を持つことを示す．

さらに，正三角形折り畳み写像に「拡大率」を表すパラメータを埋め込み，周期

点の発生・消滅に関する解析を行っていく．

名前：早川　朋久　（はやかわ　ともひさ）
所属：東京工業大学 情報理工学研究科 准教授

専門：適応制御・ネットワーク制御を中心とする
　　　ダイナミカルシステム・制御理論の研究
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　　　　　　　　　　　　　講演者の皆様に御礼申し上げるとともに、このシン

ポジウムが参加者の今後の教育・研究のご参考となれば幸いです。
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平成24年度首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

首都大学東京 大学院理工学研究科 数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻 

数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ   Ｎｏ．1 2012年7月 

 本学理工学研究科の数理情報科学専攻, 電気電子工学専攻, 機械工学専攻の３専

攻が連携協力して, 平成24年度 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を基盤

とした理工横断型人材育成システム」(参考ＨＰ:http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/)を

推進しています.  

 これは, H21-H23年度の期間に実施した文部科学省の組織的大学院教育改革推進

事業（大学院GP）「理工横断型人材育成システムの再構築」 (参考ＨＰ: http://

mem.math.se.tmu.ac.jp/）の後継事業ですが, 平成24年度の事業では,実施プログラム

を絞り込み, ３専攻にまたがった学生グループによるＴＡ活動や数電機横断セミナー、

連携・横断プロジェクト(事前研修も含めた海外派遣事業もその１つ）への参加などの実

践的な交流を中心にして, 「知識力」「企画力」「展開力」を備えた、理学と工学の発想と

アプローチの双方を理解し俯瞰できる理工横断型人材の育成に取り組んでいます.  

 ちょっとした出会いと交流が活気を生み出し, 自然と幅広い視野を持ち, より骨太でたくましい人材へと育つ, そんな

土壌づくりをと心がけています.同じ研究科内にあって, できそうでなかなか難しい実践的な異分野交流の流れを巻き起

こす基点としても,理工学の基盤である数理科学が果たす役割がますます大きくなっていくと感じています. 

平成２４年度首都大ＧＰの概要 
                                                代表 数理情報科学専攻 倉田 和浩 

1 

ＴＡの活動状況報告 
                                                    数理情報科学専攻 横田 佳之 

 平成２４年度前期のＴＡ活動は，１号館２０８室における「理工数学相談室」（月，火，水，金の５限）および８号館６階エ

レベータ前における「マスクリニック」（木の４・５限）「英語クリニック」（木の４・５限）を行っています． 

 自主制作ポスターによる宣伝活動により，６月２８日時点の利用件数は，以下の通りとなっています． 

 ・理工数学相談室（理工 ４８，環境 ２１，ＳＤ ２５，その他 ４）  

 ・マスクリニック（理工 ２０，環境 ４，ＳＤ ２） 

 ・英語クリニック（理工 ６，環境 １） 

 このうち，理工数学相談室の曜日別の相談件数は， 月３３，火２４，水２１，金２０となっています．単純に週末が不人

気のように見えますが，最近は火曜の相談件数が少なく，判断が難しいところです． 

 とりあえず，ＴＡ活動全般で，以下の傾向がみてとれます． 

 ・数理の学生が圧倒的に多い（とくに木曜）  

 ・予想より新１年生が少ない（とくに水曜） 

 これらのデータを今後の活動に活かしたいと考えています． 

活動報告 

◆第１９回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月２５日（水）１６：３０～１８：００ 

 （１８：００～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：村上昇氏・原田耕平氏・望月俊輔氏 

      （㈱数理システム） 

 題目：「数理科学をビジネスに生かす」 

 

◆第1回数電機ＧＰ交流会 

 日時：２０１２年７月１３日（金）１６：３０～１８：００ 

 場所：８号館６１０教室 

  

◆第５回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年７月１１日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１８回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月４日（水）１６：３０～１７：３０ 

 （１７：３０～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：加藤 聖隆氏（㈱ケイテックリサーチ） 

 題目：「ビジネス創造の現場から見た数理科学」   

 

◆第４回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月２７日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

◆第３回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月１３日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 

◆第１７回数電機キャリアパスセミナー 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：遠藤 秀剛氏（厚生労働省） 

 題目：「行政に科学を」   

 

◆第２回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月３０日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月１６日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：角田直人先生（機械工学専攻） 

 題目：「生体内光伝播の数理解析と計測応用 」 

  

◆GP履修ガイダンス 

 日時：２０１２年４月６日（金）１３：００～１４：００ 

 場所：１２号館１０１教室 

4 

   数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ       Ｎｏ．1  2012年7月    

 

 

 

 

編集・発行 

 首都大学東京大学院 理工学研究科 数電機連携プログラム推進室 
  

 〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 ８号館６６６室 

 首都大学東京大学院 理工学研究科  

 数電機連携プログラム支援事務室 内線：3164  
 

本事業の取組等については、下記ホームページでも公開しております． 

あわせてご覧ください． http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/ 

数電機連携プログラム推進室メンバーの紹介 

代表： 倉田和浩（数理情報科学専攻）  

数理情報科学専攻： 服部久美子（専攻取りまとめ），高桑昇一郎，内山成憲，横田佳之 

電気電子工学専攻： 杤久保文嘉（専攻取りまとめ），渡部泰明，相馬隆郎 

機械工学専攻：    若山修一（専攻取りまとめ），小口俊樹，長谷和徳  
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学生海外派遣と連携プロジェクト 
                                                    機械工学専攻 小口 俊樹 

 本プログラムでは，大学院GPからの継続事業として，学生の海外派遣

事業を実施しています．前年度までの派遣事業との大きな違いは，事

前研修と事後研修が一つの連携プロジェクトとして実施され，そのプロ

ジェクト参加者を対象として，国際会議派遣，海外研修派遣対象者が

決定される点です． 

 大学院GPでは，昨年度，国際会議・海外研修派遣対象者に対して事

前研修と事後研修を義務付け，事前研修として，通訳として活躍されま

た企業や大学での英語指導経験の豊富な外部講師をお招きし，派遣

対象者全体で行う総論的な研修と個別にプレゼンテーションの指導を

受ける個別研修とを実施しました．事後研修としては，経験を他の学生と共有するための機会として事後報告会

を大学院GPの初期段階から実施してきました．とりわけ，事前研修は自身の発表の表現方法や，発音，アクセン

トなどだけでなく，学会に参加した際の一般的な時事会話に至るまで，わかりやすく個別に指導をしてもらえたこ

とから，派遣学生からは非常に好評でした． 

 また，このような学生派遣事業とは別に，昨年度は，連携プロジェクトとして『数理・工学のための英語コミュニ

ケーションスキルの向上』が採択され，ライティングとプレゼンテーションスキルの向上を狙った講座を6回開講，

加えて海外研究者の講演会を2回実施しました． 

 これらの経験を踏まえ，今年度は，教育プログラムとしての学生派遣という立場から，連携プロジェクト『海外派

遣のための連携プロジェクト』と連動した学生の海外派遣を実施することになりました．プロジェクト参加応募者は

11名で，内訳は数理情報科学専攻1名，電気電子工学専攻5名，機械工学専攻5名です．多くの学生は国際会

議での論文発表を予定していますが，必ずしも学会などの予定はないものの英語のスキルアップを望む学生や，

海外研修（海外インターンシップ）を希望している学生も含まれています． 今年度は，プロジェクト参加者全員を

申請時に記載されていた会議等へ派遣する見込みであり，実質的に連携プロジェクトと連動した海外派遣事業と

なる見込みです．また，今回のプロジェクト参加者には，昨年度の連携プロジェクト『数理・工学のための英語コ

ミュニケーションスキルの向上』に参加した学生も複数名含まれており，数電機の連携プログラムが学生にとって

継続的な教育環境となりつつある一面とも捉えることができます．このように，大学院GPから引き続き行われる連

携プロジェクトでの成果が，学会発表や海外研修の場での成功に結びつくことを期待しています．また，本プロ

ジェクトに限らず，大学院GPを継承した数電機連携の取り組みを活用して，自己の研鑽に大いに役立てて欲しい

と思っています． 

2012年4月6日 ＧＰ履修ガイダンス 
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   数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ       Ｎｏ．1  2012年7月   

 本授業は，数理科学，電気電子工学，機械工学の３分野を横断したセミナーであり，５回の“連携セミナー”と３回

の“キャリアパスセミナー”で構成している．連携セミナーは，自身の研究を他分野の人にも広く伝える努力をすること

で柔軟なプレゼンテーション能力を育成するとともに，専門を超えた理工学分野における広い視野を養成することを

目的とする．また，キャリアパスセミナーは，理工学の諸分野が産業界でどのように活用されているかを知ることで，

各自のキャリアパス形成への指針となることを目指している． 

 今年度の履修学生は，数理情報科学専攻1名，電気電子工学専攻9名，機械工学専攻10名の計20名で，いずれ

も博士前期課程の学生である．第１回連携セミナーは，機械工学専攻の角田直人先生から「生体内光伝播の数理

解析と計測応用 」という演題で講演いただいた．特定の波長の光は生体内を透過する，光吸収プロファイルより温

度分布や血中酸素濃度を計測できる，更には大脳皮質の活性化の状態（血流量や酸素量）を計測できる，といった

興味深い内容であり，機械工学専攻以外の学生にも理解しやすく，学生諸子の好奇心を刺激したのではないかと

感じた．第２回から第５回の連携セミナーでは，各回に５名のポスターセッションによるプレゼンテーションを実施して

いる（7月9日時点で第４回まで終了）．最初に各人が概要を口頭で説明した後に，ポスターの前で発表してもらうと

いう形態をとった．ポスターセッションでは，時間を意識することなく学生間でも納得するまで聞くことができ，また，発

表者も理解してもらうために様々な説明を試みるなど，毎回，時間が足りなくなるほど熱心な質疑応答が繰り返され

ていた．私は自分が所属する電気電子工学専攻からの発表内容についてはおよそ把握しているが，機械工学専攻

からの燃料電池，制御，材料力学などは同じ学内にいながら初めて聴く内容であり，連携セミナーの意義を再認識

した．また，数理情報科学専攻の学生の発表は工学にも馴染み深い式を扱ったものであったが，その証明における

考え方は大変に参考になった．キャリアパスセミナーは，厚生労働省の遠藤秀剛氏による「行政に科学を」，株式会

社ケイテックリサーチの加藤聖隆氏による「ビジネス創

造の現場から見た数理科学」の２回を実施した．３回目

は株式会社数理システムの村山昇氏，原田耕平氏，

望月俊輔氏による「数理科学をビジネスに生かす」を予

定している（7月9日現在）． 

 加藤氏の講演の中に，シリコンバレーの隆盛は世界

から優秀な人が集まり，そこで自由闊達に議論が繰り

広げられ，その中から先端技術に関わるビジネスが生

まれているという話があった．この授業での質疑応答が

議論へと発展し，そこに学生主体の新しいアイディアが

芽生えることを強く期待している． 

 

数電機横断セミナー第１の実施状況 
                               電気電子工学専攻 杤久保 文嘉     

2012年4月6日 ＧＰ履修ガイダンス 
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学生海外派遣と連携プロジェクト 
                                                    機械工学専攻 小口 俊樹 

 本プログラムでは，大学院GPからの継続事業として，学生の海外派遣

事業を実施しています．前年度までの派遣事業との大きな違いは，事

前研修と事後研修が一つの連携プロジェクトとして実施され，そのプロ

ジェクト参加者を対象として，国際会議派遣，海外研修派遣対象者が

決定される点です． 

 大学院GPでは，昨年度，国際会議・海外研修派遣対象者に対して事

前研修と事後研修を義務付け，事前研修として，通訳として活躍されま

た企業や大学での英語指導経験の豊富な外部講師をお招きし，派遣

対象者全体で行う総論的な研修と個別にプレゼンテーションの指導を

受ける個別研修とを実施しました．事後研修としては，経験を他の学生と共有するための機会として事後報告会

を大学院GPの初期段階から実施してきました．とりわけ，事前研修は自身の発表の表現方法や，発音，アクセン

トなどだけでなく，学会に参加した際の一般的な時事会話に至るまで，わかりやすく個別に指導をしてもらえたこ

とから，派遣学生からは非常に好評でした． 

 また，このような学生派遣事業とは別に，昨年度は，連携プロジェクトとして『数理・工学のための英語コミュニ

ケーションスキルの向上』が採択され，ライティングとプレゼンテーションスキルの向上を狙った講座を6回開講，

加えて海外研究者の講演会を2回実施しました． 

 これらの経験を踏まえ，今年度は，教育プログラムとしての学生派遣という立場から，連携プロジェクト『海外派

遣のための連携プロジェクト』と連動した学生の海外派遣を実施することになりました．プロジェクト参加応募者は

11名で，内訳は数理情報科学専攻1名，電気電子工学専攻5名，機械工学専攻5名です．多くの学生は国際会

議での論文発表を予定していますが，必ずしも学会などの予定はないものの英語のスキルアップを望む学生や，

海外研修（海外インターンシップ）を希望している学生も含まれています． 今年度は，プロジェクト参加者全員を

申請時に記載されていた会議等へ派遣する見込みであり，実質的に連携プロジェクトと連動した海外派遣事業と

なる見込みです．また，今回のプロジェクト参加者には，昨年度の連携プロジェクト『数理・工学のための英語コ

ミュニケーションスキルの向上』に参加した学生も複数名含まれており，数電機の連携プログラムが学生にとって

継続的な教育環境となりつつある一面とも捉えることができます．このように，大学院GPから引き続き行われる連

携プロジェクトでの成果が，学会発表や海外研修の場での成功に結びつくことを期待しています．また，本プロ

ジェクトに限らず，大学院GPを継承した数電機連携の取り組みを活用して，自己の研鑽に大いに役立てて欲しい

と思っています． 
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   数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ       Ｎｏ．1  2012年7月   

 本授業は，数理科学，電気電子工学，機械工学の３分野を横断したセミナーであり，５回の“連携セミナー”と３回

の“キャリアパスセミナー”で構成している．連携セミナーは，自身の研究を他分野の人にも広く伝える努力をすること

で柔軟なプレゼンテーション能力を育成するとともに，専門を超えた理工学分野における広い視野を養成することを

目的とする．また，キャリアパスセミナーは，理工学の諸分野が産業界でどのように活用されているかを知ることで，

各自のキャリアパス形成への指針となることを目指している． 

 今年度の履修学生は，数理情報科学専攻1名，電気電子工学専攻9名，機械工学専攻10名の計20名で，いずれ

も博士前期課程の学生である．第１回連携セミナーは，機械工学専攻の角田直人先生から「生体内光伝播の数理

解析と計測応用 」という演題で講演いただいた．特定の波長の光は生体内を透過する，光吸収プロファイルより温

度分布や血中酸素濃度を計測できる，更には大脳皮質の活性化の状態（血流量や酸素量）を計測できる，といった

興味深い内容であり，機械工学専攻以外の学生にも理解しやすく，学生諸子の好奇心を刺激したのではないかと

感じた．第２回から第５回の連携セミナーでは，各回に５名のポスターセッションによるプレゼンテーションを実施して

いる（7月9日時点で第４回まで終了）．最初に各人が概要を口頭で説明した後に，ポスターの前で発表してもらうと

いう形態をとった．ポスターセッションでは，時間を意識することなく学生間でも納得するまで聞くことができ，また，発

表者も理解してもらうために様々な説明を試みるなど，毎回，時間が足りなくなるほど熱心な質疑応答が繰り返され

ていた．私は自分が所属する電気電子工学専攻からの発表内容についてはおよそ把握しているが，機械工学専攻

からの燃料電池，制御，材料力学などは同じ学内にいながら初めて聴く内容であり，連携セミナーの意義を再認識

した．また，数理情報科学専攻の学生の発表は工学にも馴染み深い式を扱ったものであったが，その証明における

考え方は大変に参考になった．キャリアパスセミナーは，厚生労働省の遠藤秀剛氏による「行政に科学を」，株式会

社ケイテックリサーチの加藤聖隆氏による「ビジネス創

造の現場から見た数理科学」の２回を実施した．３回目

は株式会社数理システムの村山昇氏，原田耕平氏，

望月俊輔氏による「数理科学をビジネスに生かす」を予

定している（7月9日現在）． 

 加藤氏の講演の中に，シリコンバレーの隆盛は世界

から優秀な人が集まり，そこで自由闊達に議論が繰り

広げられ，その中から先端技術に関わるビジネスが生

まれているという話があった．この授業での質疑応答が

議論へと発展し，そこに学生主体の新しいアイディアが

芽生えることを強く期待している． 
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平成24年度首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

首都大学東京 大学院理工学研究科 数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻 

数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ   Ｎｏ．1 2012年7月 

 本学理工学研究科の数理情報科学専攻, 電気電子工学専攻, 機械工学専攻の３専

攻が連携協力して, 平成24年度 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を基盤

とした理工横断型人材育成システム」(参考ＨＰ:http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/)を

推進しています.  

 これは, H21-H23年度の期間に実施した文部科学省の組織的大学院教育改革推進

事業（大学院GP）「理工横断型人材育成システムの再構築」 (参考ＨＰ: http://

mem.math.se.tmu.ac.jp/）の後継事業ですが, 平成24年度の事業では,実施プログラム

を絞り込み, ３専攻にまたがった学生グループによるＴＡ活動や数電機横断セミナー、

連携・横断プロジェクト(事前研修も含めた海外派遣事業もその１つ）への参加などの実

践的な交流を中心にして, 「知識力」「企画力」「展開力」を備えた、理学と工学の発想と

アプローチの双方を理解し俯瞰できる理工横断型人材の育成に取り組んでいます.  

 ちょっとした出会いと交流が活気を生み出し, 自然と幅広い視野を持ち, より骨太でたくましい人材へと育つ, そんな

土壌づくりをと心がけています.同じ研究科内にあって, できそうでなかなか難しい実践的な異分野交流の流れを巻き起

こす基点としても,理工学の基盤である数理科学が果たす役割がますます大きくなっていくと感じています. 

平成２４年度首都大ＧＰの概要 
                                                代表 数理情報科学専攻 倉田 和浩 
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ＴＡの活動状況報告 
                                                    数理情報科学専攻 横田 佳之 

 平成２４年度前期のＴＡ活動は，１号館２０８室における「理工数学相談室」（月，火，水，金の５限）および８号館６階エ

レベータ前における「マスクリニック」（木の４・５限）「英語クリニック」（木の４・５限）を行っています． 

 自主制作ポスターによる宣伝活動により，６月２８日時点の利用件数は，以下の通りとなっています． 

 ・理工数学相談室（理工 ４８，環境 ２１，ＳＤ ２５，その他 ４）  

 ・マスクリニック（理工 ２０，環境 ４，ＳＤ ２） 

 ・英語クリニック（理工 ６，環境 １） 

 このうち，理工数学相談室の曜日別の相談件数は， 月３３，火２４，水２１，金２０となっています．単純に週末が不人

気のように見えますが，最近は火曜の相談件数が少なく，判断が難しいところです． 

 とりあえず，ＴＡ活動全般で，以下の傾向がみてとれます． 

 ・数理の学生が圧倒的に多い（とくに木曜）  

 ・予想より新１年生が少ない（とくに水曜） 

 これらのデータを今後の活動に活かしたいと考えています． 

活動報告 

◆第１９回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月２５日（水）１６：３０～１８：００ 

 （１８：００～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：村上昇氏・原田耕平氏・望月俊輔氏 

      （㈱数理システム） 

 題目：「数理科学をビジネスに生かす」 

 

◆第1回数電機ＧＰ交流会 

 日時：２０１２年７月１３日（金）１６：３０～１８：００ 

 場所：８号館６１０教室 

  

◆第５回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年７月１１日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１８回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月４日（水）１６：３０～１７：３０ 

 （１７：３０～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：加藤 聖隆氏（㈱ケイテックリサーチ） 

 題目：「ビジネス創造の現場から見た数理科学」   

 

◆第４回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月２７日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

◆第３回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月１３日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 

◆第１７回数電機キャリアパスセミナー 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：遠藤 秀剛氏（厚生労働省） 

 題目：「行政に科学を」   

 

◆第２回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月３０日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月１６日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：角田直人先生（機械工学専攻） 

 題目：「生体内光伝播の数理解析と計測応用 」 

  

◆GP履修ガイダンス 

 日時：２０１２年４月６日（金）１３：００～１４：００ 

 場所：１２号館１０１教室 
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平成24年度首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

首都大学東京 大学院理工学研究科 数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻 

数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ   Ｎｏ．1 2012年7月 

 本学理工学研究科の数理情報科学専攻, 電気電子工学専攻, 機械工学専攻の３専

攻が連携協力して, 平成24年度 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を基盤

とした理工横断型人材育成システム」(参考ＨＰ:http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/)を

推進しています.  

 これは, H21-H23年度の期間に実施した文部科学省の組織的大学院教育改革推進

事業（大学院GP）「理工横断型人材育成システムの再構築」 (参考ＨＰ: http://

mem.math.se.tmu.ac.jp/）の後継事業ですが, 平成24年度の事業では,実施プログラム

を絞り込み, ３専攻にまたがった学生グループによるＴＡ活動や数電機横断セミナー、

連携・横断プロジェクト(事前研修も含めた海外派遣事業もその１つ）への参加などの実

践的な交流を中心にして, 「知識力」「企画力」「展開力」を備えた、理学と工学の発想と

アプローチの双方を理解し俯瞰できる理工横断型人材の育成に取り組んでいます.  

 ちょっとした出会いと交流が活気を生み出し, 自然と幅広い視野を持ち, より骨太でたくましい人材へと育つ, そんな

土壌づくりをと心がけています.同じ研究科内にあって, できそうでなかなか難しい実践的な異分野交流の流れを巻き起

こす基点としても,理工学の基盤である数理科学が果たす役割がますます大きくなっていくと感じています. 

平成２４年度首都大ＧＰの概要 
                                                代表 数理情報科学専攻 倉田 和浩 

1 

ＴＡの活動状況報告 
                                                    数理情報科学専攻 横田 佳之 

 平成２４年度前期のＴＡ活動は，１号館２０８室における「理工数学相談室」（月，火，水，金の５限）および８号館６階エ

レベータ前における「マスクリニック」（木の４・５限）「英語クリニック」（木の４・５限）を行っています． 

 自主制作ポスターによる宣伝活動により，６月２８日時点の利用件数は，以下の通りとなっています． 

 ・理工数学相談室（理工 ４８，環境 ２１，ＳＤ ２５，その他 ４）  

 ・マスクリニック（理工 ２０，環境 ４，ＳＤ ２） 

 ・英語クリニック（理工 ６，環境 １） 

 このうち，理工数学相談室の曜日別の相談件数は， 月３３，火２４，水２１，金２０となっています．単純に週末が不人

気のように見えますが，最近は火曜の相談件数が少なく，判断が難しいところです． 

 とりあえず，ＴＡ活動全般で，以下の傾向がみてとれます． 

 ・数理の学生が圧倒的に多い（とくに木曜）  

 ・予想より新１年生が少ない（とくに水曜） 

 これらのデータを今後の活動に活かしたいと考えています． 

活動報告 

◆第１９回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月２５日（水）１６：３０～１８：００ 

 （１８：００～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：村上昇氏・原田耕平氏・望月俊輔氏 

      （㈱数理システム） 

 題目：「数理科学をビジネスに生かす」 

 

◆第1回数電機ＧＰ交流会 

 日時：２０１２年７月１３日（金）１６：３０～１８：００ 

 場所：８号館６１０教室 

  

◆第５回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年７月１１日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１８回数電機キャリアパスセミナー 

 日時：２０１２年７月４日（水）１６：３０～１７：３０ 

 （１７：３０～１８：３０ 懇談会・討論会） 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：加藤 聖隆氏（㈱ケイテックリサーチ） 

 題目：「ビジネス創造の現場から見た数理科学」   

 

◆第４回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月２７日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

◆第３回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年６月１３日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 

◆第１７回数電機キャリアパスセミナー 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：遠藤 秀剛氏（厚生労働省） 

 題目：「行政に科学を」   

 

◆第２回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月３０日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

  

◆第１回数電機連携セミナー 

 日時：２０１２年５月１６日（水）１６：２０～１７：５０ 

 場所：１２号館１０６教室 

 講師：角田直人先生（機械工学専攻） 

 題目：「生体内光伝播の数理解析と計測応用 」 

  

◆GP履修ガイダンス 

 日時：２０１２年４月６日（金）１３：００～１４：００ 

 場所：１２号館１０１教室 
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平成24年度首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

首都大学東京 大学院理工学研究科 数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻 

数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ   Ｎｏ．2 2013年2月 

 平成24年12月22日に，今年度で4回目の開催となる数電機ＧＰシンポジウ

ムが開催されました．今回は1日だけの開催ということで，規模も過去に比

べるとやや縮小したものでしたが，これまでと同様に外部講師の先生方に

よる講演，ＧＰ参加学生による研究発表，理工数学相談室活動報告，国際

会議派遣報告（ポスター展示含む）などの学生による活動報告も活発に行

われ，学内外からの参加者総数も61名と非常に盛況でした． 

 年末の忙しい中での講演をお引き受け頂いた講師の先生方，ならびに，

シンポジウム実施にあたってご協力頂いた方々にこの場を借りてお礼を申

し上げる次第です．本シンポジウムは，数理科学と工学の連携や接点を

テーマに，外部講師の先生を講演者にお招きして，理学と工学の交流促

進及び理工横断的人材育成を目的とするものですが，このような貴重な交

流の場を継続して提供する意味合いでも，本シンポジウムが次年度以降も

実施されることを期待いたします． 

1 

数電機ＧＰシンポジウム -Mathematics in the Real world 4- 実施報告  
                               数電機GPシンポジウム組織委員長 数理情報科学専攻 内山 成憲 

篠原 直行 氏 

((独)情報通信研究機構 ) 

細川 瑞彦 氏 

((独)情報通信研究機構)  
早川 朋久 氏 

(東京工業大学大学院 

 情報理工学研究科)  

合原 一幸 氏 
(東京大学生産技術研究所) 

 

2012年度 首都大学東京 数電機GPシンポジウム 

- Mathematics in the Real world 4 - 
 

日時： 2012年12月22日（土）10：00～17：05 

会場： 首都大学東京 南大沢キャンパス 12号館 101教室 

主催： 首都大学東京大学院理工学研究科 数理情報科学専攻， 

     電気電子工学専攻，機械工学専攻 

     （数電機GPシンポジウム実行委員会） 

 

プログラム 

●Opening Remarks 10:00 

  倉田 和浩 （首都大学東京大学院理工学研究科） 

 

●10:10～11:00 

 篠原 直行氏 （(独)情報通信研究機構ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ研究所） 

  「実学への計算数学の応用」 

 (Refreshment：11:00～11:20) 

 

●11:20～12:10 

 早川 朋久氏 （東京工業大学大学院情報理工学研究科） 

  「正三角形折りたたみ写像が持つフラクタル性と分岐」 

（Lunch：12:10～13:30） 

 

●13:30～13:40 研究科長挨拶 

 岡部 豊 （首都大学東京大学院理工学研究科） 

 

 

 

●13:40～14:30 

 合原 一幸氏 （東京大学生産技術研究所） 

 「複雑系数理モデル学の基礎と応用」 

(Refreshment：14:30～14:50) 

 

●14:50～15:40 

 細川 瑞彦氏 （(独)情報通信研究機構経営企画部） 

 「極限の計測精度を求めて- 周波数標準と時空計測の最近の話題から-」        

(Refreshment：15:40～16:00) 

 

●16:00～17:00    数電機ＧＰの各種学生活動報告 

 「ティーチングアシスタント活動報告」    梶原 尭（数理情報科学） 

 

 「2次元図形補間のためのaffine変換に関する数学的解析」  

                          坂田 繁洋（数理情報科学） 

 

 「数電機ＧＰ海外派遣報告」         渡辺 晶史（電気電子工学） 

                                    亀谷 豪（機械工学） 

 

●Closing Remarks 17:00 

 

●Social Gathering 18:00～20:00 

活 動 報 告 
◆第２１回数電機キャリアパスセミナー 

  日時：２０１３年２月１日（金）１６：３０～１８：００ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：三原千穂氏（株式会社東芝） 

  題目：「民間企業の研究職に就いて 

        ～私の就職活動の経験から～ 」 

 

◆第１０回数電機連携セミナー 

  日時：２０１３年１月１６日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生によるポスター発表 

 

◆数電機GPシンポジウム - Mathematics in the Real world 4 - 

  日時：２０１２年１２月２２日（土）１０：００～１７:０５ 

   （１８:００～２０:００ 懇親会） 

  場所：１２号館１０１教室 

 

◆第９回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１２月１９日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：斉藤光史先生 （電気電子工学専攻） 

  題目：「Sb系狭ギャップ半導体の特徴と電子デバイス応用」 

◆第８回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１２月５日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生による口頭発表 

 

◆第２０回数電機キャリアパスセミナー 

  日時：２０１２年１１月２８日（水）１６：３０～１８：００ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：野口直昭氏（株式会社日立製作所） 

  題目：「モデルベースの振動制御技術の産業応用 」 

 

◆第７回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１１月２１日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生による口頭発表 

 

◆第６回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１１月７日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：内田幸寛先生（数理情報科学専攻） 

  題目：「代数曲線上のペアリングと暗号への応用 」 

 

◆GP履修ガイダンス（平成24年度・後期） 

  日時：２０１２年１０月３日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 
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平成２４年度首都大ＧＰ事業の総括 
                                                                代表 数理情報科学専攻 倉田 和浩 

 本学理工学研究科の数理情報科学専攻, 電気電子工学専攻, 機械工学専攻の３専攻が連携協力して, 平成21年-23年の

期間実施した連携事業の理工横断型プログラムを精選し, 平成２４年度は, 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を

基盤とした理工横断型人材育成システム」(参考ＨＰ:http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/)を推進してきました. 

 理学と工学の異なる基盤をもった学生間の実践的な交流を通して,幅広い視野を持ち, より骨太でたくましい人材へと育つ

よう願い,理工横断型人材の育成に取り組んでいるものです. 

 主な事業として, 異分野間の発表・討論の場としての「数電機横断セミナー」（キャリアパスセミナーを含む）,理工３専攻の学

生グループによるＴＡ活動「理工数学相談室」および数電機シンポジウム(Mathematics in the Real world 4)の開催の継続に

加え, 数値シミュレーション力向上を目的とする（ＣＯＭＳＯＬを活用しての）新連携プロジェクトの開始, 充実した事前研修をし

た上で国際会議派遣・海外研修派遣を支援する仕組みの提案, などを行いました. 

 平成２５年度より, 「数電機横断セミナー」は「理工横断セミナー」として展開することとなります.「理工数学相談室」のＴＡ活

動とともに,数電機連携を核にしながら, 今後さらに広く理工連携, 理工交流活動の１つの基点として浸透していくことを願って

います. 
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連携プロジェクト「計算機シミュレータを用いた数値解析力の育成」                   
                                                   電気電子工学専攻 内田 諭 

 近年，計算機シミュレータの解析能力が格段に向上し，様々な分野の研究開発に用いられている．電気工学専攻でも，汎

用連成解析シミュレータであるCOMSOL Multiphysicsを2011年度から本格的に導入し，指導学生の数値解析力の向上を

図ってきた． 

 上記の経験を踏まえ，今回の数電機連携・横断プロジェクト１ 「計算機シミュレータを用いた数値解析力の育成」では，計

算機シミュレータを用いて高度な数値解析技術を教授し，広範な学術課題に対処しうる理工横断型人材を養成することを目

的とした．対象者を数理科学，電気電子工学および機械工学専攻を中心とした理工全体にまで拡大し，数値解析に興味を

持つ学生を募集した．受講者は大学院生4名（電気工学専攻）となり，オブザーバとして学部学生2名(電気工学コースおよび

機械工学コース)も参加した． 

 本プロジェクトでは上記目的を達成するために，利用講習会，グループ演習および成果発表会を行った．利用講習会で

は，COMSOL Multiphysicsのテクニカルサポートを行っている計測エンジニアリング（株）の橋口真宣氏を講師として招聘し，

基本操作法の解説から最新の解析事例まで講演頂いた．興味深い内容であり，聴講生から多くの質問が出ていた． グルー

プ演習では，計測エンジニアリングが配布している演習マニュアルに沿って，各種解析方法を学習した．2名一組とすること

で，マニュアルの読み上げとシミュレータの操作を交互に行い，効率良く内容を理解しながら操作技術を修得していた．な

お，異なるコースや研究室のメンバーとの共同作業によって，コミュニケーション能力もさらに向上したと思われる．成果発表

会では，グループ演習で得られた知見および技術を使って，各自の研究に関連する課題を設定し，実際に解析した結果を

発表した．発表内容の一部を下記に示す．期間が2週間と限られた中，参加者（オブザーバも含む）全員が自ら考え，質の高

い解析結果を提示していた． 

 開講時期の関係もあり，参加者がやや少なめではあったが，プロジェクトとしては大変有意義であり，学生への教育効果も

大きかったと言える．実施時期や指導体制を改良できれば，次年度以降も継続して行う価値があると思われる． 

プラズマ中の電子密度分布  

コイル中の磁束分布 

コイル中の磁束分布 

いての発表は特に興味深く聴講させてもらった．機械材料とは異なった側面からのアプローチなどが非常に参考となり，異分

野交流の重要さを改めて認識させられた． 

 キャリアパスセミナーとしては，11/28に株式会社日立製作所の野口直昭氏により「モデルベースの振動制御技術の産業応

用」に関する講演が行われた．本講演ではエレベータの乗り心地向上を目指した実稼働データを活用したモデリングについて

幅広く紹介された．また2/1に株式会社東芝の三原千穂氏により「民間企業の研究職に就いて」と題する講演が行われた．ご

自身の就職活動や就職後の経験，学生時代の専門を生かした暗号開発の仕事など，学生にとって非常に興味のある内容に

ついて紹介していただいた．これらの活動を学生自身のキャリアパス形成に大いに役立てて欲しいと強く期待しています． 

2 

   数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ       Ｎｏ．2  2013年2月   

 本授業は数理科学，電気電子工学，機械工学の3分野を横断したセミナーであり「連携セミナー」と「キャリアパスセミナー」を

内容としている．「連携セミナー」は，専攻を横断する学生が各自の研究の背景，課題，研究成果を他専攻の教員・学生向け

に，その問題説明・課題提起を重視した発表を行い，視野の広いプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力の養成を図

るためのセミナーである．また，「キャリアパスセミナー」は，産業界で直面している応用数学的課題や産業界などでの数理科学

の活用例について，現場で活躍する科学者・エンジニア等の話を聞き，討論を行うものである． 

 本セミナーは前期の数電機横断セミナー第1に引き続き開催され，電気電子工学専攻及び機械工学専攻より5名の履修者が

あった．実質的には11/7に第6回セミナーとして開催された，数理情報科学専攻の内田幸寛先生よる講演「台数曲線状のペア

リングと暗号への応用」から開講された．学生のプレゼンテーションとしては 11/21・12/5・12/19にそれぞれ第7・8・9回数電機

連携セミナーが開催され，「生体吸収性スクリューの成形」，「ジョセフソン素子の開発に向けた研究」，「ラミネートバスバーの共

振解析」，「非線形ネットワークシステムのクラスタ制御」，「超電導体の臨界電流密度特性」の発表があった．また，第9回セミ

ナーにおいては電気電子工学専攻の斉藤光史先生による「Sb系狭ギャップ半導体の特徴と電子デバイス応用」についての口

頭発表があった．1/16にはこれらの発表のまとめとして全5名によるポスター発表があった．ポスター発表では，口頭発表で指

摘された事項がよく検討されており，非常に感心させられた．私は機械工学の中でも特に材料を専門としており，電子材料につ 

数電機横断セミナー第２の実施状況 
                                                 機械工学専攻 小林 訓史 

 私は，1月14日から18日までの5日間，「Graduate School on Control 2013」に参

加しました．これは，ヨーロッパにおける組み込み制御システム分野の研究発展を

目的とした機関「European Embedded Control Institute」の取り組みの一環であり，

主にヨーロッパの大学院生を対象とする集中講義です．今年は26の単元で構成さ

れ，私はそのうちの一つである「Randomized Algorithms for Systems and Control: 

Theory and Applications」をフランスの高等教育機関 Supélec にて受講しました．

この単元は，システムと制御のためのランダマイズドアルゴリズムを，理論と応用の

両側面に着目して解説する構成となっています． 

 ランダマイズドアルゴリズムとは，アルゴリズムの実行過程にランダム性を導入す

ることで，計算効率の向上やアルゴリズムの単純化を図るものです．複雑さを内包

する制御系の解析・設計にこのようなアルゴリズムを用いることで，対象システムが

もつパラメータ構造を簡略化することなく，確率的な保証をもつという意味で厳密な

解を問題サイズの多項式時間で求めることができます．  

 こうした手法の理論的な解説の他，数値解析ソフトを用いて，実際に与えられた問

題を解くといった実践的な内容も紹介されました． 

 共に受講した参加者はほとんどがヨーロッパの大学のPhD candidateであり，講義

中やブレイク時に関わらず，活発なディスカッションが繰り広げられました．私は彼ら

の積極性に刺激され，お互いの研究や自国の文化について情報交換することがで

き，国際性の向上にもつながりました．こうした経験や，修得した受講内容を今後の

研究に活かし，本事業に参加したことが有意義なものとなるよう，研究に励みたいと

思います． 

海外研修報告 -「Graduate School on Control 2013」に参加して- 
                                                                      棚原 泰隆（機械工学専攻 Ｍ1） 

「Supélecの外観」 

Graduate School on Control 2013の会場となった

Supélecの建物の上にはロゴがあり，どこから見て

も分かるシンボルとなっています． 

 

「教室の様子」 

10ヶ国から集まった16名の参加者は，この教

室で講義を受講しました．講師と受講者の距

離が短く，ディスカッションにも適しています． 
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ついて紹介していただいた．これらの活動を学生自身のキャリアパス形成に大いに役立てて欲しいと強く期待しています． 

2 
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 本授業は数理科学，電気電子工学，機械工学の3分野を横断したセミナーであり「連携セミナー」と「キャリアパスセミナー」を

内容としている．「連携セミナー」は，専攻を横断する学生が各自の研究の背景，課題，研究成果を他専攻の教員・学生向け

に，その問題説明・課題提起を重視した発表を行い，視野の広いプレゼンテーション能力・コミュニケーション能力の養成を図

るためのセミナーである．また，「キャリアパスセミナー」は，産業界で直面している応用数学的課題や産業界などでの数理科学

の活用例について，現場で活躍する科学者・エンジニア等の話を聞き，討論を行うものである． 

 本セミナーは前期の数電機横断セミナー第1に引き続き開催され，電気電子工学専攻及び機械工学専攻より5名の履修者が

あった．実質的には11/7に第6回セミナーとして開催された，数理情報科学専攻の内田幸寛先生よる講演「台数曲線状のペア

リングと暗号への応用」から開講された．学生のプレゼンテーションとしては 11/21・12/5・12/19にそれぞれ第7・8・9回数電機

連携セミナーが開催され，「生体吸収性スクリューの成形」，「ジョセフソン素子の開発に向けた研究」，「ラミネートバスバーの共

振解析」，「非線形ネットワークシステムのクラスタ制御」，「超電導体の臨界電流密度特性」の発表があった．また，第9回セミ

ナーにおいては電気電子工学専攻の斉藤光史先生による「Sb系狭ギャップ半導体の特徴と電子デバイス応用」についての口

頭発表があった．1/16にはこれらの発表のまとめとして全5名によるポスター発表があった．ポスター発表では，口頭発表で指

摘された事項がよく検討されており，非常に感心させられた．私は機械工学の中でも特に材料を専門としており，電子材料につ 

数電機横断セミナー第２の実施状況 
                                                 機械工学専攻 小林 訓史 

 私は，1月14日から18日までの5日間，「Graduate School on Control 2013」に参

加しました．これは，ヨーロッパにおける組み込み制御システム分野の研究発展を

目的とした機関「European Embedded Control Institute」の取り組みの一環であり，

主にヨーロッパの大学院生を対象とする集中講義です．今年は26の単元で構成さ

れ，私はそのうちの一つである「Randomized Algorithms for Systems and Control: 

Theory and Applications」をフランスの高等教育機関 Supélec にて受講しました．

この単元は，システムと制御のためのランダマイズドアルゴリズムを，理論と応用の

両側面に着目して解説する構成となっています． 

 ランダマイズドアルゴリズムとは，アルゴリズムの実行過程にランダム性を導入す

ることで，計算効率の向上やアルゴリズムの単純化を図るものです．複雑さを内包

する制御系の解析・設計にこのようなアルゴリズムを用いることで，対象システムが

もつパラメータ構造を簡略化することなく，確率的な保証をもつという意味で厳密な

解を問題サイズの多項式時間で求めることができます．  

 こうした手法の理論的な解説の他，数値解析ソフトを用いて，実際に与えられた問

題を解くといった実践的な内容も紹介されました． 

 共に受講した参加者はほとんどがヨーロッパの大学のPhD candidateであり，講義

中やブレイク時に関わらず，活発なディスカッションが繰り広げられました．私は彼ら

の積極性に刺激され，お互いの研究や自国の文化について情報交換することがで

き，国際性の向上にもつながりました．こうした経験や，修得した受講内容を今後の

研究に活かし，本事業に参加したことが有意義なものとなるよう，研究に励みたいと

思います． 

海外研修報告 -「Graduate School on Control 2013」に参加して- 
                                                                      棚原 泰隆（機械工学専攻 Ｍ1） 

「Supélecの外観」 

Graduate School on Control 2013の会場となった

Supélecの建物の上にはロゴがあり，どこから見て

も分かるシンボルとなっています． 

 

「教室の様子」 

10ヶ国から集まった16名の参加者は，この教

室で講義を受講しました．講師と受講者の距

離が短く，ディスカッションにも適しています． 
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平成24年度首都大学東京教育改革推進事業「数理科学を基盤とした理工横断型人材育成システム」 

首都大学東京 大学院理工学研究科 数理情報科学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻 

数電機Ｎｅｗｓｌｅｔｔｅｒ   Ｎｏ．2 2013年2月 

 平成24年12月22日に，今年度で4回目の開催となる数電機ＧＰシンポジウ

ムが開催されました．今回は1日だけの開催ということで，規模も過去に比

べるとやや縮小したものでしたが，これまでと同様に外部講師の先生方に

よる講演，ＧＰ参加学生による研究発表，理工数学相談室活動報告，国際

会議派遣報告（ポスター展示含む）などの学生による活動報告も活発に行

われ，学内外からの参加者総数も61名と非常に盛況でした． 

 年末の忙しい中での講演をお引き受け頂いた講師の先生方，ならびに，

シンポジウム実施にあたってご協力頂いた方々にこの場を借りてお礼を申

し上げる次第です．本シンポジウムは，数理科学と工学の連携や接点を

テーマに，外部講師の先生を講演者にお招きして，理学と工学の交流促

進及び理工横断的人材育成を目的とするものですが，このような貴重な交

流の場を継続して提供する意味合いでも，本シンポジウムが次年度以降も

実施されることを期待いたします． 

1 

数電機ＧＰシンポジウム -Mathematics in the Real world 4- 実施報告  
                               数電機GPシンポジウム組織委員長 数理情報科学専攻 内山 成憲 

篠原 直行 氏 

((独)情報通信研究機構 ) 

細川 瑞彦 氏 

((独)情報通信研究機構)  
早川 朋久 氏 

(東京工業大学大学院 

 情報理工学研究科)  

合原 一幸 氏 
(東京大学生産技術研究所) 

 

2012年度 首都大学東京 数電機GPシンポジウム 

- Mathematics in the Real world 4 - 
 

日時： 2012年12月22日（土）10：00～17：05 

会場： 首都大学東京 南大沢キャンパス 12号館 101教室 

主催： 首都大学東京大学院理工学研究科 数理情報科学専攻， 

     電気電子工学専攻，機械工学専攻 

     （数電機GPシンポジウム実行委員会） 

 

プログラム 

●Opening Remarks 10:00 

  倉田 和浩 （首都大学東京大学院理工学研究科） 

 

●10:10～11:00 

 篠原 直行氏 （(独)情報通信研究機構ﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ研究所） 

  「実学への計算数学の応用」 

 (Refreshment：11:00～11:20) 

 

●11:20～12:10 

 早川 朋久氏 （東京工業大学大学院情報理工学研究科） 

  「正三角形折りたたみ写像が持つフラクタル性と分岐」 

（Lunch：12:10～13:30） 

 

●13:30～13:40 研究科長挨拶 

 岡部 豊 （首都大学東京大学院理工学研究科） 

 

 

 

●13:40～14:30 

 合原 一幸氏 （東京大学生産技術研究所） 

 「複雑系数理モデル学の基礎と応用」 

(Refreshment：14:30～14:50) 

 

●14:50～15:40 

 細川 瑞彦氏 （(独)情報通信研究機構経営企画部） 

 「極限の計測精度を求めて- 周波数標準と時空計測の最近の話題から-」        

(Refreshment：15:40～16:00) 

 

●16:00～17:00    数電機ＧＰの各種学生活動報告 

 「ティーチングアシスタント活動報告」    梶原 尭（数理情報科学） 

 

 「2次元図形補間のためのaffine変換に関する数学的解析」  

                          坂田 繁洋（数理情報科学） 

 

 「数電機ＧＰ海外派遣報告」         渡辺 晶史（電気電子工学） 

                                    亀谷 豪（機械工学） 

 

●Closing Remarks 17:00 

 

●Social Gathering 18:00～20:00 

活 動 報 告 
◆第２１回数電機キャリアパスセミナー 

  日時：２０１３年２月１日（金）１６：３０～１８：００ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：三原千穂氏（株式会社東芝） 

  題目：「民間企業の研究職に就いて 

        ～私の就職活動の経験から～ 」 

 

◆第１０回数電機連携セミナー 

  日時：２０１３年１月１６日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生によるポスター発表 

 

◆数電機GPシンポジウム - Mathematics in the Real world 4 - 

  日時：２０１２年１２月２２日（土）１０：００～１７:０５ 

   （１８:００～２０:００ 懇親会） 

  場所：１２号館１０１教室 

 

◆第９回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１２月１９日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：斉藤光史先生 （電気電子工学専攻） 

  題目：「Sb系狭ギャップ半導体の特徴と電子デバイス応用」 

◆第８回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１２月５日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生による口頭発表 

 

◆第２０回数電機キャリアパスセミナー 

  日時：２０１２年１１月２８日（水）１６：３０～１８：００ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：野口直昭氏（株式会社日立製作所） 

  題目：「モデルベースの振動制御技術の産業応用 」 

 

◆第７回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１１月２１日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  内容：学生による口頭発表 

 

◆第６回数電機連携セミナー 

  日時：２０１２年１１月７日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 

  講師：内田幸寛先生（数理情報科学専攻） 

  題目：「代数曲線上のペアリングと暗号への応用 」 

 

◆GP履修ガイダンス（平成24年度・後期） 

  日時：２０１２年１０月３日（水）１６：２０～１７：５０ 

  場所：１２号館１０６教室 
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平成２４年度首都大ＧＰ事業の総括 
                                                                代表 数理情報科学専攻 倉田 和浩 

 本学理工学研究科の数理情報科学専攻, 電気電子工学専攻, 機械工学専攻の３専攻が連携協力して, 平成21年-23年の

期間実施した連携事業の理工横断型プログラムを精選し, 平成２４年度は, 首都大学東京 教育改革推進事業「数理科学を

基盤とした理工横断型人材育成システム」(参考ＨＰ:http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/)を推進してきました. 

 理学と工学の異なる基盤をもった学生間の実践的な交流を通して,幅広い視野を持ち, より骨太でたくましい人材へと育つ

よう願い,理工横断型人材の育成に取り組んでいるものです. 

 主な事業として, 異分野間の発表・討論の場としての「数電機横断セミナー」（キャリアパスセミナーを含む）,理工３専攻の学

生グループによるＴＡ活動「理工数学相談室」および数電機シンポジウム(Mathematics in the Real world 4)の開催の継続に

加え, 数値シミュレーション力向上を目的とする（ＣＯＭＳＯＬを活用しての）新連携プロジェクトの開始, 充実した事前研修をし

た上で国際会議派遣・海外研修派遣を支援する仕組みの提案, などを行いました. 

 平成２５年度より, 「数電機横断セミナー」は「理工横断セミナー」として展開することとなります.「理工数学相談室」のＴＡ活

動とともに,数電機連携を核にしながら, 今後さらに広く理工連携, 理工交流活動の１つの基点として浸透していくことを願って

います. 

 

 

 

 

編集・発行 

 首都大学東京大学院 理工学研究科 数電機連携プログラム推進室 
  

 〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 ８号館６６６室 

 首都大学東京大学院 理工学研究科  

 数電機連携プログラム支援事務室 内線：3164  
 

本事業の取組等については、下記ホームページでも公開しております． 

あわせてご覧ください． http://www.comp.tmu.ac.jp/mem/ 
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